
環境省では、「環境研究・環境技術開発の推進戦略」（平成18年3月中環審答申）
に沿って環境研究・技術開発を推進してきた。

環境を巡る社会的状況はここ数年で大きく変化している。
環境主導社会への変革の局面であるとともに、環境研究・技術開発への期待が
高まっているところ。

総合科学技術会議においても、平成23年度以降の科学技術基本計画の見直しの
議論が開始されているところであり、今後も環境分野の研究開発を効果的に推進
していくため、環境分野においても議論を深めていく必要がある。

「環境研究・環境技術開発の推進戦略」の改定について平成21年12月に諮問し、
総合政策部会環境研究・技術開発推進戦略専門委員会にて審議を開始したところ。
平成22年5月を目途に取りまとめる予定。

環境研究・環境技術開発の推進戦略の改定について

改定の背景
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